















的 場 梁 次
医 A子主t一b 博 士
第 802 2 τE玉ゴ
昭和 63 年 3 月 9 日

















実験はすべてddy系雄d性マウスを用いた。 4 週齢にて日本動物より購入の後， 1 週間予備飼育を行い
実験を開始した。 MA (ヒロポン⑮:大日本製薬)を体重 1kg当たりlOmlになるように生食に溶解して
皮下注射にて投与した。また，対照として生食のみを同量投与し同時にノルエピネフリン(ノルアド
レナリン⑧:三共株式会社) 1 mg/kgを同様の方法で投与した。また β-遮断剤としてプロプラノロー
ル(インデラル⑧:住友化学)を，カルシウム拾抗剤としてベラパミル(ワンラン⑧:住友化学)をそ
れぞれ 1 mg/kgず、つ， MA投与の30分前に前投与して，実験を行った。 MA投与は 1 日 1 回， 1 週間に
6 日間行い，以下の各群に分けて投与を行った。なお 1 群は 5 --10匹で構成した。 2 週間投与群-①M
A5 昭/同②MA10昭/同③MA20昭/kg④ノルエピネフリン lmg/同⑤フ。ロプラノロール 1 mg/kg十
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きさ 24X17X12cmのケージに 1 匹ず、つ飼育し体重，心重量心・体重比を求めた。
MA投与を行ったマウス心筋には，投与量や投与期間に拘らず，様々な心病変を認めた。光顕では，
心筋の肥大，錯綜配列，コントラクションバンド，筋融解，空胞変性，細胞浸潤などを認めた。一般に
これら病変は，投与量や投与期間の大なる程，心筋病変は強かったが，心肥大や錯綜配列は少量の 5 rng 























筋小胞体の強い拡張などが認められた。また， β-遮断剤のプロプラノロール 1 mg/kg，カルシウム詰
抗剤のベラパミル 1 mg/kgを前投与して，同様の実験を行ったところ，上記病変はほとんど出現せず，
その心病変の発因機序としてカテコールアミンや細胞内 calcium oveloadが考えられた。これらの結果
は，ヒト慢性覚醒剤中毒者の心病変の発因機序や急死の原因の解明の可能性を示唆しており，学位に値
するものである。
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